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（議歴齢殉難騨

正常児心電図についての研究
第一篇標準肢誘導；について

1 緒

東京女子医科大学小児科教室（主任磯田仙三郎教授）
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（受付昭和35年2月27日）

 正常小児の心電図について最初の研究を発表したのは

NicolaiとFunaro 1）（1908年）で，彼らは45名の小児

について第一誘導のみをしらべS波の特に深いことを報
告ゑ之を勧室の肥大滅は心蜘・灘をとっている

為と言忌明し7こG

 その後輪誘遵を含めた研．究をKrumbhaarとJenks2）

（1917年）が42名の小児についてしらべ右型をとるもの

が多く殊に乳児に多いと発表し生後2～3ヵ月迄が特に

著明で，6ヵ月以後は漸次減少するといい殊に乳児期で

はSiQllQmが深いことを発表した。

 その後特に多数例について研究を行った人々にTuril，

5），Nadarai，4）Seham，5）Lincoln，6）Zieg］er 7）がある。

 本邦においては1928年佐々木8）が3才～15才迄の5
例・・ついて報乱その後礫村・・（30例）星！・・（・・例1

浜田11）～！5）（500例）賀屋14）（25例）梅野15）16）（30例）

津田17）、19）（500例）の1報告がある。

 著者は生後1週間目より満11才迄の健康小児1017例

について標準肢誘淳を研究し更に単極肢誘導，胸部誘導

（V5R～V6）の頭型，波高，持続時間を測定し小児正常

心電図を検討した。依て標準肢誘導の研究を第一編とし

て報告する。この大要は既に昭和29年5月57回日本小

児科学会総会に於て発表したものである。

対象児；検査対象は新宿区仲之町小学校，王子保育園，

             検 査 対 象 と し

Xx 一1．．．，．．”il ．． ．一．1．． ，T， i．．． ni l i2 i 2s［ 3

郊騨ヵ月…9・・i・2・月塞，

双葉幼稚園，玉淀乳児院，阿部乳児院及び：東京女子医大

産院における生後1週間から満11才半の男児510例，女

児507例を選んだ。

 此等の小児は検査時健康重態にして発育栄養正常で特

に理学的に心臓に異常を認めず，猶又既往歴にリウマチ

性疾患，急性腎炎，ヂフテリー，急性灰白髄炎＝，脚気等

の異常心電図をきたすと考えられる既往症の有るものは

除外した。その他検査施行前2週以内に高熱或いは下痢

嘔吐等の症状を示す急性伝染性疾患に罹患していない事

も条件とし，又検査当日は体温（腋窩温）37．00C以下の

者を対象とした。

検査対象として選んだ小児の性別，年令別分布は次の通

りである。

 妾婦測定に使用した機械はSanbor会社製のもので

ある。

      H 検査成績及びその考按

    1．P波について

a）Pの高さ

1）検査成績（第1表）

 第一誘導，第二誘導，第三誘導とも特に年令の差は認

められないが，しかし誘導別にみると第1［誘遵が各年令

とも平均値（以下単に平均値と記す）0．110～0．188皿V

で最も高く，最大，0．15～0．25mV最小O．05・v－O．05

mVである。第∬誘導の次が第1誘導で平均値0．072～

＼三三轡鞠鰹鷺醐聾1計
た 健 康 児 例 数

”4才「5才「6才「

rgva i g l io l g 1 ii 1 i7 1 3g 1 2s 1 32 1 40 ［ 4i 1 43 1 60 ［ s3 i so i 6s 1 sio

2”g／lu－1 g L？一i．jLitl－1 ．？i ［ 2i一一L？g ke． 1． g71 3i 1 4s 1 42 1 is ．1pt， 1 4s ］ s4 i so7

計1・81・・｝・・3238「681666gi・・86｝8S 1・・51…lg81・22｝…7

Shigeko SUGIMURA （Department of Pediatrics， Tokyo Women’s Medical College） ： Studies on the

electrocardiograms of normal infants and ch3’ldren． 1 On the standard extremity lead＄．
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第1表 各年令別 誘導別 P波の高さについて  （mV）

年． 令

7日 t…x30日

1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才
9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

例
第  1 誘  導

最：大 最小  平均

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

O． 15 O． 10 O． 091

0．10 O．05 O．094

0． 15 O． 05 O． 091

0． 10 O． 05 O． 078

0． 10 O． 05 O． 088

0． 15 O． 05 O． 086

0． 15 O． 05 O． 089

0． 15 O． 05 O． 082

0． 15 O． 05 O． 090

0．15 O．05 O．099

0． 15 O． 05 O． 094

0．15 O．05 O．088

0． ls e． os o． oss

O． 15 O． 05 O． 072

0． 15 O． 05 O． 078

第  ∬  誘  遵 第  皿  誘  轟

鰍 最小 平織最大尉平均
O． 25 O． 05 O． 163

0． 15 O． 05 O． 188

0． 20 O． 05 O． 182

0． 20 O． 05 O． 128

0． 20 O． 05 O． 126

0． 25 O． 05 O． 125

0．20 O．05 O．122
0． 25 O． 05 O． 110

0． 20 O． 05 O． 116

0． 20 O． 05 O． 121

0． 25 O． 05 O． 134

0． 25 O． 05 O． 127

0． 25 一〇． 05 O． 125

0． 20 一〇． 05 O． 120

0． 25 一〇． 05 O． 122

O． 15 一〇． 05 O． 084

0． 15 一〇． 05 O． 063

0． 15 一〇． 05 O． 059

0． 10 一〇． 05 o． 061

0． 10 一〇． 05 O． 065

0． 15 一〇． 05 O． 075

0． 10 一〇． 05 O． 057

0． 15 一〇． 05 O． 082

0． 15 一〇． 10 O． 065

0． 10 一〇． 10 O． 061

0． 10 一〇． 05 ’O． 067

0． 15 一〇． 10 O． 078

1：1に1：lll：朧

O． 20 一〇． 10 O． 081

0．，099 mV最：大0．15～0．10 mV最小0．05～0。10mVで

ある。最も低いのが第皿誘導で平均値0．057～0．082mV
                       り最大0．10～O． 20mV，最：小一〇．05～一〇．10mVであった。

 第1誘淳及び第H誘導においては6ヵ月迄のP波は他

の年令に比して高く，第1誘導では平均値0．091～0．094

mV。第n誘遵では平均値0．163～0．182 mVを示した。

2）考按

 成人におけるP波の高さはPIO．1mV以下P■P皿

は0．25mV以下で通常0．1～0．2mVとされているが小

児におけるP波の高さはNicolai， Funaro 1）は成人より

大であるといいEngel 20）は小さいと報告している。叉

Seham 21）は一般に幼児は成人よりもP波の高きことを

論じ第1誘遵では最：初の2年間はO．6mm，2才～13才

迄は1． Omm，第n誘導では同様1．2・V1． 5mmとし，第

n誘導においては変化し易いと報告した。Burdhurdu．

Wunnerlich 22’も亦乳児に於いては成人｝こ比して比較的

P波の高きことを報告している。

 又本邦報告佐々木8）は1才迄は第1誘導；0．6mm以下

2才迄0．8mm，2才～15才迄0．7mm，第U誘導では
同様iO．8，0．7， 1．2mm，第HI誘i尊では0．2mm，0．3mm，

0．5mmで第皿誘導に於て55％にP波の転倒せるもの

を認めたといっている。又浜田12）は年令と共に僅かなが

ら高くなって行く傾向が見られるといい津田17）は第■

誘導について平均値0．15～0．17mVで年令差を認めず

といいZiegler 27）も亦年令差なく成人と明らかな差は認

められないといっている。斯様にして諸家の意見具しも

一致していない現状である。

 著者の成績では誘導別にみると各年令ともegll誘導品

も高く次で第1誘堪，第皿誘i尊の順であり，第∬誘導：に

おいては生後より6ヵ月迄の平均値は他の年令層よりも

高く0．182～0．181mVを示した。然しその他の年令に

おいては差異を認めず成人のそれと比較すると大差をみ

なかった。

b）Pの幅

1） 検査成績（第2表）

 第1誘導の平均値は新生児0．045秒，乳児O．050 ・v

O．058秒，幼児0．065～0．070秒，学童0．065～0．072秒

で年令の長ずるに従って延びる傾向がみられる。第皿誘

導の平均値は新生児0．041秒，乳児0．043秒～0．052秒，

幼児，学童ではその差が余りみられず0．054～0，061秒

であった。

 そして各誘堪とも最大値は幼児学童では0．08秒，新

生児，乳児では0．07秒。最少値はいずれの年令におい

ても0．04秒であった。

2）考按

 成人｝こおけるP時間はWeber 59）は最大0．1秒とし

Parder 52）も亦0．OS・vO．1秒なりと言い小児においては

短きことを記載している。

 佐々木8）は本郭小児に於ては満1年未満の乳児にては

O． 04・vO．06秒，満2年迄は0．04～0．07秒，満2年以上

15年迄の間は0．05～0．07秒なりと述べ星10）も同様の成

績を報告している。

 又浜田11）は0．05～0．08秒で年令と共に延長している

といい，津田17）は第∬誘導において，0．04～0．07秒で

あって0．08秒置いう延長のものは全例中1．6％に過ぎ

なかったと報告している。

 著者の成績を各誘導別にみるとどの年令ICおいても第

1，第■誘導は大差なく殆んど同じで第皿誘導において

一1128一
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年 令 例

第2表各年令別誘導別

7H 一一t 30 EI

1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

、1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才
4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才

9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

第  1 誘  導

最大 最小 平均標偏差

第

Pの幅について  （秒）

 1【 誘  導 1 第  皿  誘  導

最大 最小 平均標偏差 最大最小 平均
           1

標偏差

0．05  0．04 0．045 土0．010

0． 07 O． 04 O． 050 ±O． OIO

O、07  0．04 0．055 士0．010

0．08  0．04 0．056 土0．011

0，08  0．040．058 士0．010

0． 08 O． 05 O． 065 ±O． 012

0． 08 O． 05 O． 070 ±O． 013

0． 08 O． 05 O． 067 ±O． OIO

O．08  0．04 0．070 土0．011

0． 08 O． 05 O． 068 ±O． OIO

O． 08 O． 05 O． 067 ±O． 012

0．08  0．05 0．065 土0．010

0．08  0．04 0．072 ニヒ0．010

0． 08 O． 05 O． 070 ±O． Oll

O． 08 O． 05 O． 072 ±O． 012

            
O・ 040・ 04 O・042士 H・ 911i

   O．04 0．046 ±0．0120．05

0．06  0．04 0．054 ＝LO．011

           ｛
0．07  0．04 0．060 ±0．010

ilii iliiil搬li／

0．08  0．05 0．068 土0．013

0．08  0．05 0．070 土0．009

0．08  0．04 0．069 ±0．013
           E
O．08  0．040．067 土0．013

0．08  0．04 0．065 土O．013
           ｝
0．08  0．04 0．065 ±0．014

0．09  0．05 0．067 ニヒ0．013
           1
0．09  0．05 0．070 ニヒ0．013
            

O． 05

0． 05

0． 07

0． 06

0． 07

0． 07

0． 08

0． es

O． 08

0． 08

0． 09

0． 08

0． 08

0． 08

0． 08

O． 04 O． 041 ±O． Oll

O．04 0．043 ±二〇．012

0．04 0．048 土0．010

0． 04 O． 052 ±O． OIO

O． 04 O． 054 ±O． OIO

O． 04 O． 055 ±O． 012

0．04 0．059 土0．010

e． 04 o． os7 ±o． ol o

O． 04 O． 061 ±O． Oll

O．04 0．054 土0．012

0，04 0．058 土0．012

0． 04 O． 054 ±O． Oll

O．04 0．056 士0．013

0． 04 o． os6 ±o． e13

0．04 0．058 ニヒ0．011

第3表Pの波型について

図型1第1酬旧臣旧臣
瑚イ｝⊥一㌦…99・・％…77・・多

二相性

f
L

舟
一VA．

o

o

O．5

o

．．9e．

4． 7

o／S

o

陰性 撃魔奄
O．3 1 17．5

  0／5j ％

平町！
   1

o o O．5
o／o

    ミ                   コ              コ  

二難レへ 一一・・
    ・              I   o／。

はそれより短い。即ち第1誘導においてその平均値をみ

ると0．045～0．072秒の範囲にあり第；n誘導ではO．042

rvO．071秒，第皿誘導では0．042～0．061秒であった。そ

して最大値は幼児学童では各誘遵とも0．08秒（その頻度

は6．7％）で，乳児では0．07秒であり最小値はいつれ

の年令においても0．04秒頃Nadrai 23）の上限界が0．09

秒という三吉’は著者の成績より見て長いと老える。

 又Pの幅を年令別にみると第1，第U二二では年令の

長ずるに従い延長する傾向にあり第皿誘導ではその差が

みられなかった。

c）Pの波型

1）検査成績（第3表）

 正常型（単相陽控型），二相性，二頂性，平低 陰牲

Pに分類した。

 その分布率は第3表に示した如く第1誘導では100％

正常型。第n誘導では99．3％正常型で二相性P，歯腔

Pを少数例にみた。

 そして第高詠暮においては種々の波型が見られるが，

二相性のものはユ才未満のものには認められず年令の増

加と共にあらわれ6才頃より急激に増加している。それ

に比し陰陸及び平低Pは各年令に認められたが，年令に

よる差は余りみられず10．5～20．9％の範囲にみられた。

2）考按
 Seham，21） Lincoln，6） Shookhaff，24） Nadrai，25）

Ziegler 7）は1，■誘導では凡て正常型といい津田17）は

1，llで前棘高目，二頂性波を各2％，斜線化2．40／oと

いっている。

 著者の成績では第1誘導はすべて正常であり第■誘遵

において極めて稀に二相性P（1例）と陰性P（3例）

を7才以上の年長児にみたのみであった。第皿誘遵にお

いては1924年Seham 21）が正常児に陰陛Pを4％認め

たと報告してよりShookhoff，24）Lincoln，6）Ziegler7）

が各々10（・17％の報告をしている。

 著者の成績では二頂性Pは年令の長ずるに従い増加の

傾向があるが陰口及び平低Pは年令による差は認められ

ず10．5・）20．9％にみられた。この結果は1936年Gross25）

が成人に於てP波の尖頂性及び二一駐は脈臆数の滅少と

は明らかな関係が認められなかったという報告と一致す

る様｝こ思われたQ

     2．P－Q時間について

1）検査成績（第4表）

 各誘導別の差は認められない。

’年令別にみると最大，最小値は新生児～10カ月迄は

一li29一
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第4表各年令別誘導別P－Q時間  （秒）

年 令  例
第 1  誘  導 第  H  誘  導

最大最小鞠標灯「駄最小平均標井
守  皿  誘  遵

最：大 最小 平均 標偏差

7日 ～ 30日
1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月rV 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

頃罵1
9オ1ヵ月一vlO才

10才1ヵ月～11才

 18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

1 o． i，

O． 12

0． 12

0． 12

0． 14

0． 14

0． 16

0．16

0． 16

0． 16

0． 16

0． 16

0． 16

0．16

0．16

0．08・O．085土0．0211

0． 08 O． 086 ±O． 022

0． 07 O． 097 ±O． 021i

O． 08 O． 100 ±O． 019i，

0． 07 O．100 ±O． 0201

0．08 0．114 士0．020

0．080．123 士0，017

0． 10 O． 127 ±O． 020

0．10 0，131 士0．017・

         I
O．09 O．136 ±O．016i

O．09 0．134 士0．017

0．10 0．132 土0．017

0．10 0．138 土0．016

0． 12 O． 139 ±O． 020’

         旨
O． 12 O． 142 ±O． 0201

O．08～O．12秒，10～12ヵ月では0．08～0．15秒，2才で

0．08～0．16秒。その後7才迄は2才頃と差異なく，8～

10才では0．10～0。18秒であった。

 平均値は新生児0・080秒，1ヵ月～10ヵ月0．082～

0．118秒，2才0．126秒で2才迄は延長傾向が著しい。2

才～4才迄は0．126秒～0．128秒にて，5才～10才は

0．132秒～0。139秒であった。即ちPrQ時間は年令の増

加と共に延長する事を認めた。

2）考按
 成人においてはO． 12・）0．20秒が正常範囲といわれ，

小児においてはSeham，21）Common 26＞，佐々木8＞，

            I
O． 12 O． 08 O． 080 ±O． 020
            1
0． 12 O． 08 O． 082 ±O． 018

            1
0． 12 O． 08 O． 100 ±O． 018

            4
0． 13 o． og e． 110 ±o． olg
            r
O．13  0．08 0．110 土0．020
。．15α。8。．、18土。．。16「

            E

l：11翻器1：lll1
61 lg 6i i 61 IEA61 6i61

0．16  0．10 0．132 士0．0151
            F

l：ll鼎翻：ll11
611g 6i5g 61i5g i6151ZI

l：器ll：11翻l／
            1

0．12 0．080．082士0．020

0． 12 O． 08 O． 087 ±O． 025

0． 14 O． 08 O． 096 ±O． 021

0．12  0．08 0．110 士0．022

0．15  0．08 0。120 士0．020

0．16  0．08 0．117 土0．017

0． 15 0． 10 O． 122 ±O． 016

0． 16 O． 10 O． 132 ±O． 015

0． 14 O． 08 O． 126 ±O． 013

0． 16 O． 08 O． 125 ±O， 016

0．16  0．080．121 士0．016

0．15  0．080．128 士0．015

0．16  0．10 0．127 土0．016

0，18  0．12 0．129 土0．017

0．18  0．12 0．131 土0．016

星10＞，久野村9），賀屋14）らの報告では大略0，07～0．16

秒と報告し，浜田11）は乳児では0．14～0．15秒幼児では

0．16～0．17秒学童では0．19～0．20秒を最大限界とする

のが良いといい津田18）は第n虚血成績では満2才・v 12

才の健康小児のP－Q時間は平均0．10～0．17秒であると

！．IA．V7，el．V．
v  ／ L一） Qo

 著者の成績では乳児幼児とも浜田1Dの成績より短く，

2才～12才迄の成績は津田王8）のそれと一致している。津

田は2才から7才にかけては年令増加に伴う延長傾向が

著しいとi報告しCommon，26）Ziegler 7）も同様の意見を

発表している。著者の成績ではZiegler 7）のいう如く新

第5表 各年令別 二二別 Qの深さ｝こついて  （mV）

年 令

7日 ～ 30日

1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才
7才1ヵ月tV 8才

8才1ヵ月～9才
9才1ヵ月（・10才

10才1ヵ月～11才

三
白 1  誘  導

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

最大  最小 朝

第  1［ 誘  導

最大  最小  平均

第  皿  誘  導

最大  最：小 胆
O．15

0．1

0． 25

0． 05

0． 025

0． 2

0．1

0． 15

0． 3

0．4

0． 3

0． 4

0． 25

0． 2

0． 2

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

O． OIO

O． Oll

O． 012

0． Oll

O． 012

0． 015

0． 014

0． 026

0． 031

0． 036

0． 050

0． 050

0． 034

0． 033

0． 041

O． 41

0．1

0．3

0． 15

0． 2

0．4

0． 25

0． 4

0． 25

0． 3

0．3

0． 6

0．3

0． 4

0．3
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o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

O． 021

0． 033

0． 043

0． 028

0． 043

0． 025

0． 047

0． 054

0． 054

0． 047

0． 094

0． 097

0． 056

0． 047

0． 052

O． 2

0．4

0． 45

0． 55

0． 4

0．7

0．6

0． 4

0． 65

0．6

0． 45

0． 45

0． 4

0． 45

0． 46

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

O． 023

0． 015

0． 023

0． 022

0． 015

0． Oll

O． 012

0．012

0． 013

0． Oll

O． 014

0． 012

0． OIO

O． OIO

O． Oll



91

生児から5才迄は年令と共にP－Q時間の延長が著しく，

その後は年令と共に延長するが前者ほど著しくはない成

績を得た。

     3．Q－R－S波について

①Q波について

a）Qの深さ

1） 検査成績（第5表）

 第1誘導で平均値は新生児0．010mV，‘乳児0．011 ・v

O．012mV，その後年令と共に増加し7～8才において

最も深くO． 050 mVとなり9～10才に及べば再び減少

して0．034・一JO． 033 mVとなる。

第：E誘導では各年令とも他の誘導と比較して最も深い。

新生児，乳児では0．021～0．043皿V．その後年令の進む

と共に深くなり7～8才に於ては最も深く0．094～0．097

mVとなり9～10才において又減少の傾向にある。

第皿誘遵においては新生児から乳児期が最も深く0．023

～0．015mVで年令の進むにつれて減少の傾向がみられ

幼児及び学童ではで0．011～0．014mVあった。

2）考按

 Krumbhaar and Tenke 2）及びSeham 21）は成人に

比して幼年期のQ波は比較的深く殊に第H，第皿誘導に

育て著しいと述べた。Burghard及びWu皿erlich 22）も

亦第III誘導に於けるQの成人に比して深いことを述べて

いる。その他Ziegler 7）の報告も同様である。

 本邦においては佐々木8）が50例についてそれを追試

しKrumbhaar 2）等の説に賛成した。又浜田 2？）の成績

は乳児期の第皿誘導に於て最も深く年令の長ずるに従い

次第に浅くなると報吉iしている。然る｝こ津田18）は2～15

才の501例の成績の結果年令差を認めなかったといって

いるがそれは第H誘導のみについての威績であった。

著者の成績では第1誘導第n誘導とも年令の進むに従

て増大し7・V8才において最：も深く9～10才に及べば再

びそれより浅いQ波であった。第皿誘導においては乳児

期が最も深く年令の進むに従い減少の傾向がみられた。

Q波の最も深く出現する一三は第ll誘導で何れの年令に

於ても第1第皿誘導のQ波より大であった。

b）Qの出現率

1）Q波の出現（第6表）

 Q波の出現率の最も高いのは乳児期であってその出現

率は第皿誘導で60 ・V 87．5％。次が幼児学童でであって

 第6表各年令別誘導別Q波の出現率（％）

年 令例第1十号講脚鐸
7 目～30日
1ヵ月～3ヵ月
4ヵ月t一一・6ヵ月

7ヵ月～9ヵ月
10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才

9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

23． 50

12． 50

30． 00

20． 00

14． 26

17． 65

15． 00

17． 24

26． 32

22． 45

24． 44

38． 24

31． 03

37． 50

31．25

78． 00

37． 50 i

60． 00

30． 00

33． 33

25． 29

47． 50 I
gil，vs i

   2
31． 58

46． 94

35． 56

64． 71

51． 72

50． 00

46． 88

95． 00

87． 50

80． 00

60． 00

61． 90

64． 71

60． 00

58．62

57． 89

69．39

57．78

67．65

56． 90

56． 25

59．38

年

第7表各年令別誘導別Rの高さについて

     陣 1誘導
令  例

第  ：H  誘  淳

（mV）

最大  最小  平均

7日 ～ 30日

1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才
3才1ヵ月rV 4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才

9才1ヵ月～IO才

10才1ヵ月～11才

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

O．3

1．35

1． 55

’1．10

1． 20

1．50

1．25

1．60

1． 60

1． 70

1．40

1－80

1．10

2． 00

1．95

O． 05

0． 25

0． 25

0． 20

0．15

0． 10

0． 15

0． 30

0． 20

0． 20

0． 30

0． 20

0． 20

0． 25

0． 20

O．189

0． 60

0． 81

0． 55

0． 55

0． 56

0． 44

0． 62

0． 63

0． 72

0． 66

0． 84

0． 66

0． 87

0． 80

最：大  最：小  平均

O． 8

1． 25

1． 60

1． 70

1． 70

2． 20

2． 30

2． 50

2． 60

2． 90

2． 40

2． 70

2． 10

2．35

2． 20

O． 4

0．4

0． 4

0． 45

0．3

0． 2

0． 9

0． 7

0． 6

0． 7

0．8

1．O

O．7

0． 2

0．5

O． 63

0． 82

0． 95

0． 84

0． 88

0． 94

1． 20

1． 31

ユ．38

1． 45

1． 58

1．61

1． 48

1． 48

1． 45

第  皿  誘  導

最大  最小 平均
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O． 9

L3
2． 05

2． 05

1．3

L8
2．2

2．3

2．3

2．1

1．9

2． 5

L7
L7
L8・

O． 55

e． 4

00． 5

0． 15

0． 10

0． 10

0．10

0．10

0． 15

0． 10

0．10

0． 10

0． 10

0．10

0．10

・O． 73

0． 75

0． 78

0． 72

0． 56

e． 76

0． 90

1． 07

1． 08

1．10

1．，24

1． 11

0． 97

．1．62

1． 50
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第III誘導で57・8． ・V 69・4％であった・叉墨も出現率の低

い第1誘導では乳児期12・5～39％幼児15・V24 ％，学

童31．⑪一v38．2％｝Cみられた。

2）考按
 Ziegler T）によると，この波の最：もよく出現するのは

ce ll，第皿誘導で殊に幼児に於て著しく学童期以後はそ

の出現率は年令と共に滅少する。之に反して第1誘導で

は却って次第に増加すると称し斯くの如き丑，皿に於け

．る幼児の頻度高き事はQRS軸の塩廻転が幼児期に多い

為めであろうという。

 著者の成績においては第IH誘遵における出現率最も高

く第IH，第H，第1の順に減少している。

 そして第皿誘導の中では乳児に最も多くみられ年令の

増加するにつれて減少する。即ち先人の成績と幾分異っ

ている。然しng 1誘導では乳児より幼児，幼児より学童に

於て次第｝こ高率となり女献の成績7）28）18）と一致した。

② R波に就いて

a、Rの高さ

1） 検査成績（第7表）

 第1誘導においては新生児期平均値0．189mV，最大

0．3，最：小0．05mVと非常に低い値を示す。その後乳

児，幼児，学童と年令的差を認めず，最大2．0～1．1mV，

最小O．3・vO．1mV，平均値O． S7・一・O．55 mVであった。

 第∬誘…尊では年令と共に増高の傾向にあり特に3才頃

より増高著しく新生児最大0．8塀V，最小0．4mV，平均

値0．82～0．94mV，幼児最大2．9～2．2mV，最小0．9～

0．3mV，平均値1．45一）1．20mV，学童最：大2．7～2，1mV，

最小1．0～0．2mV，平均値1．43～1．58 mVであった。

 三階言忌でも年令と共に増高する傾向がみられ最大

0．9～’2：5mV，最小0．1～0． 55 mV，平均値0．73～1．62

mVであった。

 又第1，第II，第皿誘導に於け：るRの高さを比較すれ

ば新生児期を除いては各年令とも第II誘導に点て最も高

く・第皿，第1誘導の順であっtこ。

 新生児期は壷皿誘導最も高く第H，第1磁心の順で第

1のRの高さは非常に低い値を示した。

2）考按

 成人における正常心臓位ではRll X大， RIがこれに

次ぎRmは最小でRの最大限は1．6mV以下と言われて

いる。

 小児においてはFunaro 1）は第1誘導で最も小さく第

皿誘導が最：大であるといいSeham 21）は又第1誘導に出

ては幼年期は一般に高く年長児にありては成人の高さを

凌駕し第皿誘導においては種々の変化を認めたといって

いる。

 佐々木8）はII，皿誘導においては第1誘導に比しては

るかに高いといい，浜田27）は新生児では第皿誘導最大で

第1誘遵，第n誘導は非常に小さく乳児期に入ると次第

に第1，第II誘遵の高さが増して来る。次で幼児期を過

ぎる頃からag 1誘導再び低くなり第H誘導が面々高くな

る傾向が見られ第皿誘導では乳児は減少の傾向をたどる

が一年前後から再び増加する様であるといっている。

 又Ziegler 7）は4ヵ月までの第1及び第II誘導のRは

低く3～6ヵ月間に成人と同じ位まで増大する。憂色誘

導ではRの高さは終始不変であると述べている。

 著者の成績では第1誘遵には年令潟湖を認めず平均値

0．55mV～Q．87 mV，第∬誘導では1年未満は低く2才

になると成人と同じ位となる。そして第皿誘淳でも同じ

傾向がみられた。

 叉第1，agll，第皿誘遵に於けるRの高さを比較すれ

ば各年令とも第■誘遵に於て最も高く第皿，第1の順で

あった。

b）Rの分裂
1） 検査成績（第8表）

    第8表Rの分裂について

＼誘簗   皿
』》∴芝
 7日 ～ 1才
1才1ヵ月tV 2才

2才1ヵ月・一v3才

3才1ヵ月・一v4才

4才1ヵ月rN・5才

5才1ヵ月rV 6才

6才1ヵ月N7才
7才1ヵ月～8才
8才1ヵ月rV 9才

9才1ヵ月rS・10才

10才1ヵ月～11才

11才1ヵ月～12才

         1

正常型irRノ型iRrノ型    i rj
91．20％

87． 0％

80．Oo／6

93．10／S

70． 0％

92． 3％

82． 5％

90． 0％

87． 3％

68．40／S

75． 0％

83．30／o

5． 9％ 1

13． 0％

20． 0％

6． 9％

15． 0％

5． 8％

14． 9％

10． 0％

7． 9％

11． 8％

16． 7e％

16．70／6

（注） 1，ではすべて正常型である。

  ∬，では6才にrR’型2例
      4才にRr’型1例
    をみた。

2．90／o

 o

 o

 o－

15． 0％

1． 9％

2．60／5

 0

4．8e／5

11． 8％

8． 3％

 o

 Rの分裂をrR’型とRr’型に分けてしらべた結果は

第1誘遵ではRの分裂は1例もみなかった。第■誘導で

は6才｝t rR’型2例4才に於いてRr’型1例をみるの

みであった。第皿誘導に於いては年令別にみて最小は乳

児5．6％，最大4才の22．9％で6才14．1％，7才17．3

％，8才20．7％，9才16．1％で6～9才の間が多い傾

向がみられrR’型が多くみられた。

2）考按

 佐々木8）はRの分裂を45例中位誘導に一例ずつ認め

たといい浜田27）は標準肢誘導では第1，ll，旧恩遵とも

かなり多数みられるといい，澤田18）は第皿誘導において

6才以後に認めたといっている。

一1182一
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 著者の例では第1誘導においては一例も認められず第

II一坐においては6才｝C 2例4才に於いて1例をみたの

みで，第1皿誘導においては6～9才の間が多い傾向にあ

った。然し年令的には一定の差異があった訳ではない。

③ S波について

a）Sの深さ

1） 検査成績（第9表）

 又Seham 21）もBurghard 22）も同様小児期における

Sは第1誘導に於て年令の長ずると共に小さくなるとい

い，Sehamは生後3ヵ月迄が最も深いという。佐々木8）

は満2才迄が殊に深く，3才以後は約半分に減じ成人に

なるに従いSは漸次消失するものなりと報告した。浜田

11）はSIは年令と共に次第に浅くなるが逆｝こS皿がやや

深くなっていくといっている。

第9表 各年令別 誘濤別 Sの高さについて  （mV）

年 令

7日 ～ 30H
1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才

9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

例
第  1 誘  淳 第  ll 誘i 導

最：大  最：小  平均 最大  最小  平均

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

O．7

0．7

1． 35

1．1

0．8

0．6

0．8

0． 55

0． 8

0．9

0es

O．7

0． 55

0．3

0． 35

o

O．1

0

0．2

0

0． 05

0．1

0．1

0． 05

0． 15

0． 05

0． 05

0． 05

0． 05

0． 05

O． 38

0． 36

0． 48

0． 51

0． 27

0． 24

0． 26

0． 25

0． 21

0． 23

0． 18

0． 20

0． 18

0． 11

0． 15

O． 1

0．9

0． 7

0．6

0． 5

0． 6

0． 55

0． 5

0． 55

0． 6

0． 5

0． 55

0． 6

0． 7

0．6

o

o

O．15

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O．1

0． 23

0． 33

0． 25

0．18

0． 14

0．12

0． 17

0．17

0． 17

0．17

0． 18

0． 22

0． 20

0． 21

第  Ill 誘  導

最大  最小  平均

 第1誘導のSの平均値は新生児に於て0．38mV，乳児

に穿て0．36～0．51mV，1才nv 7才に於て0．21 ・v O．26

mV，8～10才に潤て0．11～0．20 mVで1 ・vlOヵ月の

間が最も深く年令の進むと共に減少している。

 第：［誘導においても乳児が最も深く平均0．18 nvO．33

mVで，2～7才は0，12～0．17 mVとなり，8・v 10才

では0．18～0．22mVで8才頃より再び深くなる傾向が

みられた。

 第皿誘導では各年令とも他誘導に比し最も浅く又年令

的差を認めず平均0．06～O． 15 mVで最大値が1mVをこ

えたのは4才の1．2mVの1例と7才の1．25 mVの1

例，8才の1．4mVの1例であった。

 又SI，S皿，Sm，の深さを比較すれば新生児，乳児

何れに於てもSIが最も深くS［， Smの順に浅くなる。

新生児，乳児においては各誘導のSの深さが著しく異り

幼児に至ればその差は少くなる。学童ではSEの方が深

くなりSI， S皿の順で深いがその差は少なかった。

2）考按

 最初Nicolai u Funaro王）が45人の幼児の検査の結

果SIが深い事を発表し小児心電図の特徴であるといっ

てからHeubner 29）も亦Sの深いことを発表しそれは第

1誘導のみであると報告した。

O．1

0．3

0．7

0．3

0．3

0． 35

0．4

1．2

0．4

0． 5

1．25

1．4

0． 55

0．3

0．4

o

o

o

o

o

o

o

o

O

o

o

o

o

o

o

O．1

0． 04

0．14

0． 11

0． 06

0． 06

0． 06

0．10

0． 08

0． 08

0． 13

0． 12

0． 12

0． 05

0． 10

 著者の成績においてはSIの平均値は乳児において最

も深く年令と共に減少する事は津田 18）の成績と同様で

ある。S ifもやはり乳児が最も深く年令と共に減少し8

才頃より再び深くなる傾向がみられた。第皿誘導ではど

の誘導よりも最も浅く年令的差異を認めず最大値が1

mVをこえたのは4才の1．2mV 1例と7才の1．25 mV，

1例8才の1．4mV 1例のみであった。

④Q－R－S時間
1）検査成績（第10表）

第1，ngll，第皿誘導の何れに於ても年令と共に多少増

加の傾向が見られる。しかし平均値はすべて0．07秒以

下である。そしてO．09秒を示したものは第1誘導では

6才に1例，第n誘導では6才，8才に各1例つつ，第

皿誘導では3才と10才に各1例ずつ認めたのみであっ

た。即ち小児期の1000例中新生児，乳児期に於ては0．04

秒のものが多く，幼児学童に於てはO． 08秒のものが最

も多かった。

2）考按
 Q－R－S時間は諸家8）11）16）4）6）7）21）の云われるが

如く著者の成績でも亦年令と共に延長している事を確認

しアこ。

 次にSeham 21）， Cammon 26），佐々木8），星10）等の
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年 令

第10表 各年令別 誘導別

  i第 1誘 9
例

Q－R－S時間について

第  ：［  誘  導

（秒）

最大 最小 平均標偏差 最大最小 平均 標偏差

第  皿  誘  導

7日置～ 30日

1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～1ヵ月
1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才
9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

最大 最小 平均 標偏差

O． 05 O． 04 O． 045 ±O． OIO

O． 05 O． 04 O． 041 ±O． OIO

O． 07 O． 04 o． 049 ±O． OIO

O． 07 O． 04 O． 048 ±O． Oll

O． 06 O． 04 O． 052 ±O． OIO

O． 08 O． 04 O． 057 ±O． OIO

O． 08 O． 04 O． 058 ±O． Oll

O．08  0．04 0．059 土0．014

0．08  0．04 0．056 士0．011

0． 08 O． 04 O． 054 ±O． Oll

O．08 0．040．056 土0．014

0． 08 O． 04 O． 051 ±O． OIO

O． 08 O． 04 O． 055 ±O． 014

0，08  0．04 0．051 二LO。012

0． 08 O． 04 O． 055 ±O． OIO

0．05  0．040．045 士0．010

0． 07 O． 03 O． 046 ±O． Oll

O．08  0．04 0．056 土0．011

0． 06 O． 04 O． 046 ±O． OIO

O． 08 O． 03 O． 056 ±O． OIO

O．08  0．050．059 土0．011

0．08 O．04 O．057 ±O．OIO

O． 08 O． 04 O． 056 ±O． 012

0． 08 O． 04 O． 054 ±O． 013

0．08 O．04 O．058 ±O．013

0． 08 O． 04 O． 057 ±O． 012

0．08  0。03 0。057 土0．012

0．08  0．040．060 士0．013

0．08  0．040．060 士0．013

0． 08 O． 04 O． 060 ±O． Ol1

0．05  0，040．043 士0．010

0．06 o．03 o．040 ±e．olo

O．08  0．040．054 士0．011

0．07  0．040．049 土0．010

0．08 O．04 O．053 ±O．OIO

O．08  0．040．058 士0，011

0．09  0．030．058 土0．014

0．08 O．04 O．059 ±O．013

0．08 O．03 O．056 ±O．OIO

O．07  0．040．059 士0．011

0． 08 O． 04 O． 061 ±O． Oll

O． 08 O． 04 O． 060 ±O． 013

0．08  0．04 0．059 士0．013

0．08  0．04 0．062 土0．011

0．09  0．030．057 士0．015

年 令

第11表 各年令別 誘導別 T波の高さについて

例
第  1  誘  導 第  1［ 誘  導

（mv）

7日 ～ 30日
1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月～ 9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才
9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

最大  最小  平均

18

21

21

32

38

68

66

69

71

86

85

115

107

98

122

O． 30 O． 1一 ．K． 0． 213

0． 45 O． 10 O． 253

0． 40 O． 05 O． 260

0． 50 O． 10 O． 255

0． 45 O．05 O． 212

0． 40 O． 10 O． 233

0． 4s e． lo o． 203

0． 50 O． 15 O． 292

0． 60 O． 15 O． 312

0． 55 O． 15 O． 343

0． 55 O． 15 O． 309

0．60 o．lo e．3s3

0． 50 O． 10 O． 327

0． 55 O． 10 O． 377

0． 40 O． 10 O． 360

第  皿  誘  導

最大  最小 平判駄尉 平均

O． 20 O． 1O O． 125

0． 40 O． 10 O． 281

0． 90 O． 10 O． 240

0． 40 O． 05 O． 230

0． 60 O． 10 O． 290

0． 45 O． 10 O． 283

0． 55 O． 10 O． 347

0． 60 O． 15 O． 416

0． 75 O． 20 O． 420

0． 70 O． 15 O． 411

0． 70 O． 20 O． 403

0． 75 O． 20 O． 406

0． 90 O． 15 O． 448

0． 60 O． 20 O． 445

0． 55 O． 20 O． 443

o． ro． 一 o． lo o． 04e

O． 20 一〇． 10 O． 054

0． 20 一〇． 10 O． 040

0． 20 一〇． 10 O． 065

0． 30 一〇． 15 O． 034

0． 3Q 一〇． 10 O． 054

0． 30 一〇． 10 O． 090

0． 30 一〇． 05 O． 090

0． 45 一〇． 15 O． 091

e． 2s 一〇． lo o． ogo

O． 30 一〇． 20 O． 088

0． 50 一〇． 20 O． 091

0． 75 一〇． 15 O． 147

0． 40 一〇． 15 e． 119

0． 50 一〇． 15 O． 142

成績では小児に於ては最大0．07秒，最小0．04秒，平均

0．05秒といいZiegler 7）は年長児の最大限0，10秒にも

及ぶという。

 浜田11）及び津田18）はO．07秒以内であると述べ欧米小

児の成績より平均O．・005・vO．01秒短い傾向を認めたとい

っている。

 成人における正常範囲は0．05～0．08秒といわれてい

る。

 扱て著者の成績は第1，第：E，第皿誘導ともに年令の

増加に従て増加の傾向が見られた。又平均はすべて0．07

秒以下であって本邦諸家の成績と一致した。0．09秒のも

のは第1誘導では6才に1例，第：n：誘導では6才，8才

に各1例つつ第：IH誘導1では3才，10才に各1時前つ認め

たのみで例外に属した。即ち小児期の1000例中最小0．04

秒目最大0，08秒の間にあった。

     4．丁波について

a）T波の高さ

1） 検査成績（第11表）

 各誘導別にみるとT皿が最：も高く乳児では平均値

0．230～0．290mV，幼児では0．283～0．420 mV，学童で
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は0．403・・vO． 448 mVである。次でTIで乳児0．2i3～

0．260mV幼児O， 203 ・v O．312 mV，学童0．309 ・v O．377

mVである。

 次がT皿で乳児0．034～0．065mV，幼児0．054・）O．091

mV学童0．090～0．147 mVであった。

 そして何れの誘導に於ても年令の増加に従て増加し第

】1誘導においではその増加が最も著しかった。

2）考按

 成人におけるTの高さはTI， Tnでは少くとも0．2

my以上であり高い場合は0．5mV以上になることもあ

るといわれPが正常の高さの時にはTは大体Pの2倍の

高さである。T皿は正常でも陰性又は平低になり得ると

報告されている。

 小児についての佐々木8），星10）agの報告ではTIは平

均値027～028mV， T皿は0．27 nu O．30 mV， T皿は

0・06mVである。且佐々木8）によればT皿を欠くものは

乳児に多く，又T皿の陰転は年長児に多しと報告し，梅

野工6）は1mm以下をもつて異常所見とするのが臭いと

いっている。

 浜田正1）はT波の高さは年令と共に高くなっていく傾

向があるといい，津田19）は第H誘導について検討し最

大値0．5～0．8mVで年令差なく最小値は十一でいず

れも前高上向性の二相性を示し十〇．2mV以下は2％で

あった。0．5mVを越えた例は32例約6．4e／eで平均値

は発育と共に漸高の傾向が認められたと報告している。

 反乱も高い値を示す年令はSeham 21）は6～7才，

Zieg玉er 7）は8～12才といいBurghard 22）は乳児にあり

ては成人に比し比較的大なることを記している。

 著者の成績では各誘導別にみるとT∬が最も高く最大

02～0．9mV，最：小0．05～02mV，平1均値0．125～0．448

mVの範囲内にある。次でTIの最大は0．30～O．60mV，

最：小は0．05～・0．15mV，平均値は0．212～0．353 mVの

範囲内であっtS。新生児ではTIが最も高く，ついで

TK， T皿の順であった。 T皿では最：大0．1～0．75 mV，

最小一〇．OS－v二〇．2mVで平均値0．034～0．147 mVであ

った。そして各誘導とも年令の増すに従て増加しT皿に

おいて最も著明であった。

b）Tの波形について

1） 検査成績（第12表）

 正常型（単相陽性型），二相性，二頂性，陰Mk，．平低

Tに分けて検討した。

 その成績では第1，es＝ ll誘導では全例正常型であっ

た。

 露里誘導においては，二二性Tを示すものは7才にお

いて5例1．9％を謂めたのみであった。二相性Tは1才

と3オを除いて各年令にみられ0．9～1、9％で年令の長

ずるに従い増加し，7才，8才が最も多く9才，10才と

なると共に減少の傾向がみられた。

 陰性Tは4才を除いては各年令0．9・V2．7％の範囲に

みられ7才，8才において最高となり2。3～2．7％で9

才，10才になるにつれ減少しているが二相性Tに比し陰

性丁は1才～3才迄に多くみられ2．0～2．6％であった。

 平低（零線化）Tは各年令に0．4～1．2％の範囲内に

みられたが一定の傾向はみられなかった。

2）考按

 佐々木8）は第皿誘導において平低Tが乳児に多く，又

陰性Tは年長児に多いと報告し，梅野16）はTI， TJは

正常で陰性化する事はないといい津田上9）はTI， T五で

は97％以．．ヒが正常型であるという。著者の成績では100％

正常型であった。Tの異常型〔二相性，二頂性，陰性化，

第12表T波の波型について

＼x齔刀v 1 11 皿

＼．
堰пDxrvtt撃戟E．，．．．．．．！正編正常型一正龍陰画・・低1二．相 閏頭性

、＼_   図 型
  年＼＼    A
    令二＼＼

；  ’馳 ．i

i’ Vl
i      ！

一へ！vヘノv＼

7．日 ～ 1才

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1カ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才

9才1ヵ月～10才

1q才1ヵ月～11才

11才1ヵ月～12才

100％

100％

1000／S

100％

100％

loe％

looe／s

100％

100％

100％

100％

1000％

100％

100％

loe％

100％

100％

1000／S

100％

100％．

100％

100％

100％

100％

7e． o％

75． 0％

65． 9％

78． 6％

89． 5％

69．2％

70． 8％

74．40／5

65． 6％

90． 9％

83． 3％

loogo

一i18S一

16． 3％

20． 0％

31． 7％

10． 7％

0

23．lo％

12． 5％

12． 8％

21．3％

9． 1％

16． 6％

o

6． 7％

1：1髪1

3． 6％

10． 5％

1．90％

6．3e／o

－7． 7％

1． 6％

 o

 o

 o

3． 3％

 o

 o

3． 6％

 0

1．990

4． 2％

12． 8％

11． 5％

o

o

o

o

o

o

o

o

o

・o

o

o

o

o

o

o

o

2． 4％

o

o

1． 9％

o

o

o

o

o

o
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平低（熱線化）〕は第皿誘導にある事は諸家の述ぶるとこ

ろで例えば梅野1鋤まT皿の逆転が35 ・・’50．％といい浜田

1Dは年令と共に減少していると報告している。津田19＞．

は丁皿の指命高性二相波及び下向波を認め年少児に多い

傾向があるといっている。Seham 2王）はT皿．の下向性15

％， Lincoln 6）は 35．5％， Shookhoff 24）は．24．8％，

Ziegler 7）10～36％，佐々木8）38％といい津田19）は年

少児には明らか｝CT皿の二相性下向性が多かったといっ

ている。

 著者の成績は前に述べた如く諸家と同様に第皿誘導に

おいてのみT波の異常を憎めたがその率は低く，二相性

と二頂性とは5～7才に於て最高率を示し平低Tは年令

的に頻度の差がなかった。

     5．Q－丁時間について

1） 検査成績（第13表）

        第13表 各年令別．誘導別

年 令 例

Q－T時間及びQTc｝こついて

第  1 誘  遵

成人においてHolzmann＆Heg含linの関係式QT．i3．9

×～／RR士4が提出されている。

 又SchlomkaはTridericiaの式を検討し8．22とい

う係数は年令によって差があるという。例えば小児では

7．96，老人では8．26なる数値を用いると比較的実際に

一致するといっている。

 小児に就ての研究は1920年Bazett 30）が発表して以

来多くの式が提示されている。本邦でも浜田の2才以下

の乳児に就いてのQ－T時間とRR時間の関係式が発表

されている。しかし津田19）は浜田の式はRR時間が0．70

秒を越えるとQT時間の下限，上限ともに大きくなり，

0．70秒以上では不適当であるとも云っているので著者は

実測値を求めた。筒星1。），佐々木8）久野村9）等により10

例～40例のQT時簡が測定され大略最大O．．35秒，最：小

0．23秒，平均0．259秒とi報告されている。

              （秒）

7日 ～ 30日

1ヵ月～ 3ヵ月

4ヵ月～ 6ヵ月

7ヵ月（ノ・9ヵ月

10ヵ月～12ヵ月

1才1ヵ月～2才

2才1ヵ月～3才

3才1ヵ月～4才

4才1ヵ月～5才

5才1ヵ月～6才

6才1ヵ月～7才

7才1ヵ月～8才

8才1ヵ月～9才
9才1ヵ月～10才

10才1ヵ月～11才

第皿誘i尊第皿誘i尊
最大最小 平均 標偏差最大最小 平均 標偏差最大最小 平均 標偏差

18

21

21

32

38

68

66

69・

71

86

85

115

107

98

122

           ト0．28 0．21 0．271 ±0．0140．28 0．24 0．271 土0．018
．0・280．180．241±O． 01310．280．160，243土0．020

。．、30。2。。．262．．kO．O、。1。．32。．2。0．26、±α。、3

。．3。。．、2。O．、245．±O．O、51。．28。．2。。． 237±。．。、6

。，32。，。・26、±。。、61。．32．。．，。。．263。・．。22

0．35 0．20 0．284 土0．031

0．36 0．20 0．291 ±二〇．039

0．36 0．24 0．302 士0．029

0． 36 O． 28 O． 315 ±O． 031

0．36 0．24 0．341 土0．026

0．36 0．240．340 士0．021

0． 40 O． 28 O． 326 ±O． 039

0．40 0．24．o．3Q7 士．oro35

0． 40 O． 28 O． 316 ±O． 031

0． 40 O． 28 O． 325 ±O． 029

O．32 O． 20 O． 291 ±O． 028

0． 36 O． 28 O． 302 ±O． 028

0．36 0．240．299 土0．035

0。36 0．280．311 士0，030

0．40 0．26 0．322 士0．023

0． 40 O． 28 O． 320 ±O． 027

0． 40 O． 26 O． 316 ±O． 026’

O．40 0．24 0．317 土0．028

0． 40 O． 28 O． 317 ±O． 030

0． 40 O． 28 O． 319 ±O． 029

0．280．240．Z37 土0．015

0． 28 O． 22 O． 250 ±O． 015

0． 30 O． 20 O． 261 ±O． 016

0．28 0．20 0．245 土0．011

0． 35 O． 18 O． 243 一ll， o． 014

0． 36 O． 20 O． 281 ±O． 042

0．340．20 0．293 士0．031

0．36 0●22 0．295 土0．035

0．36 0．24 0．321 士0．032

0．360．240．319 士0．036

0．40 0．24 0．319 士0．028．．

0。36 0．24 0．317 ＝ヒ0．035

0． 36 O． 24 e． 317 ±O． 037

0．40 0．240．322 土0．033

0．360．240．331 土0．028

QTc
O． 39

0． 39

0． 41

0． 38

0． 39

0． 40

0． 41

0． 39

0． 40

0． 40

0． 41

0． 41

0． 41

0． 39

0． 4e

 直接測定せるQ－T時間を各誘導別に比較するとその

平均値は差異が詠められなかった。

 即ち第1誘導ではO． 241・・vO． 341秒の範囲｝こあり，第

1［誘導においては0．237～0．322秒，第皿誘導において

は0．237～0．331秒の数値を示した。

 そしてこの年令的推移を検討すれば各諦尊とも1才未

満では平均値がO．23NO．26秒で2才になると0．28～

0．29秒となりその後年令と共に増加する傾向がみられ

た。但し特に著しく延長する様には思われなかった。

 又最：大値の範囲も各誘導ともその差を認めず0．28秒

～0．40秒の間にあり，最少値はO． 16・vo．28秒の閥｝こあ

った。

2）考按
 心室iの電気的収縮時間を現わすQ－T時間の判定には

 著者の成績では上述の如く生後7目目より2才迄の延

長傾向著しくその後は年令と共に増加している。此の成

績は浜田の唱える乳児期前半に於て幾分減少する傾向が

あると云う説とは一致しなかった。又津田は平均値2才

0．240秒，7才0。318秒，12才0．326秒で2才以後は発

育と共に延長し，2～7才の頃が最も著るしく延長して

いると述べているが著者の成績ではこれと異る。

     6．型の分類について

 Holz皿annの分類に従い位置型を分けてみると従来の

報告では新生児は右型或は正常型が多く普通9カ月位か

ら左型もふえてくる。この傾向は2才前後まで続くがそ

の後再び右型に傾むき少年期には右型を示すものが多

く，その後年令の増加と共に再び川代に傾くといわれて

いる。
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著者の結果を各年令別にしらべたところ次の様であっ

た。

各年令においてHolzmannの分類に属さないR皿＞M

＞｝，Tll＞1＞皿が最も多く78．1％～45．0％で年令的

差異はない。次にRJ＞1＞皿， TH＞1＞IH即ち正常型

が39．0％～14．3％を占めこれも年令的差異を認めず，

以上の型この3型が殆んどを占めている。その他日型は

全例中3例二型は2例で右肥：大型11例左肥大型はみら

れなかった。

         7． 総   括

 三一ヒを要約して概括すれば次の如くである。

1．P波に就いて

a）Pの高さ

 正常小児｝こおけるPの高さは最小一〇．05皿V。最大

0．25mV。各年令別の平均値（以下単に平均値と略す）

は0．057～0．163mVの範囲であった。

 誘導劉にみると第∬誘導が最：も高い。

 各誘導とも年令による差を認めなかった。

b）Pの幅

 正常小児のPの幅は最小0．04秒。最大0．08秒。平均

値0．041～O．072秒の範回にあった。

 年令別にみると年令の長ずるに従い延長する傾向がみ

られた。

c）Pの波型

 第1誘導ではすべて正常型（単相陽性型）であるが第

■誘導においては極めて稀に年長児に二相性Pがみられ

たが陰性及四二Pは1e．5～20．9％みたのみであった。

2． P－Q時間に就いて

 正常小児の範囲は最大O． 18 ・V O．ユ2秒，最小0．08 ・V

O．12秒であった。

年令別にみると新生児より5才迄は年令と共に延長著る

しくその後は年令と共に軽度の延長をみた。

3．Q－R－Sに就いて。

a）Qの深さ

 各誘導別にみると第：H誘導が最：も深い。

 年令的には第1，第：H誘導とも年令の進むに従い深く

なり7～8才において最も深く9・）10才に及べば浅くな

る。第皿誘導では乳児期が最も深く年令の進むに従い減

少した。

b）Qの出現率

 どの年令に於ても第皿誘導において高率を示し特に乳

児期に於て最も高率であった。

c）R波の高さ

  どの年令に於ても第ll誘導に於て最も高く第一，第1

誘導の順となる場合が多い。

 年令別には9911，第H【誘導では一年未満には低く2才

以上は成人と殆んど同じとなる。

 しかし第1誘連では年令差を認めなかった。

d）Rの分裂

 第皿誘遵において最：も多く認められ22・9％～5・6％の

範囲にありrR’型が多く見られた。

 他の誘導では殆んど認められなかった。

e）Sの深さ
 第1誘導に於て最も解く第：H，早急誘遵の順である。

第百誘導では年令差を認めないが第1，第■誘導では乳

児に於て最も深い。

f）Q－R－S時間

 正常小児のQRS時間は最小0．04秒，最大O．08秒平

均値は0．07秒以下であった。0．09秒は1000例中5例に

みたのみであった。

4． T波について

a）T波の高さ

 正常小児の範圏は最小一〇。2mV。最大Q．9mV。平均

値0．040～0．448mVであった。

 誘導別にみると第n誘導最：も高く第1，第皿誘導の順

であった。

 年令別にみると年令と共1こ増加し第：［【誘導においてそ

の増加が最も著しかった。

b）Tの波型

 第1，第II誘導ではすべて正常型（単相陽性型）であ

っアこ。

 第皿誘遵において二相性，陰性，平低丁を認め，7・V

8才においてT波の二相性，二頂性，陰性，平低は最高

となり再び年令の進むに従い減少した。

5． Q－T時間について

 正常小児の範囲は最小0．18秒。最大0．40秒。平均値

0．237（・0．341秒であった。

 弾唄誘導とも差異を認めずして生後7人目より2才迄

の延長傾向著しくその後は年令と共に増加する。

5．型の分類に就いて

 各年令ともR llン田＞1， T皿＞i＞皿の型が最も多く

78．1％～45．0％を示した。

 稿を終るに当り絶えず御懇篤なる御指導御校閲を腸わ

っtこ恩師磯田教授に深甚なる謝意を捧げますと共に，御

指導いただきました本学心臓血圧研究所広沢助教授に厚

く感謝致します。

   （文献は最終論文の末尾にゆずる）
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